
宣 言 日 令和2年12月24日

住 所 さいたま市南区文蔵1-19-17

県内企業等の名称 大和リース㈱さいたま支店

代 表 者 氏 名 支店長　　　古賀　章

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

①地域の事業者との取引を増やす
（2019年実績：取引金額13,498（千円）
/社）
②ZEB建物の提案件数を増やす
（2019年実績：0件）

＜2030年に向けた指標＞

①10％増　②20件　

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①5％増　②6件　

①残業時間の削減
（2019年実績：平均19.9時間）
②年次有給休暇取得率のアップ
（2019年実績：平均13.8日）
③育児休暇取得率のアップ
（2019年実績：2名取得）
④ボランティア活動参加人数のアップ
（2019年実績：155名）

＜2030年に向けた指標＞

①10％減　②30％増　③100％増　④50％増

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①5％減　②8％増　③50％増　④30％増

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①10％減　②8％減　③100％適合

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①3％減　②3％減　③95％適合

①事業活動におけるCO₂排出量の削減

（2019年実績：145.1ｔ）
②施工面積あたりの産業廃棄物排出量の
削減（2019年実績：39.9ｔ/㎡）
③居住系施設の室内空気質：有害化学物
質排出量基準1/2の適合率維持
（2019年実績：8件/8件、100％適合）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

「事業を通じて人を育て、企業を通じて社会を育てる」というSDGｓに合致する経営方針のもと、既存
事業を基盤として、世界の共通課題を視野に入れ、事業領域の拡大を図るとともに、イノベーションを
駆使して経済・環境・社会の諸課題を解決する新たな事業を創出します。
世界共通ルールである「SDGs17目標・169ターゲット」を見据えて、社会環境の変化に対応しなが
ら、社会の包括的な成長に貢献します。

大和リース㈱さいたま支店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


